
 

 

 

 

 

 

          
                                                   学校長    紀 谷 貴 美 子 

 

霜月を迎えました。朝夕の冷たい空気が秋の深まりを感じさせます。木々の葉が

思い思いの色に染まり、「山粧う」季節がやってきました。 

ここ１か月ほど、６年生の児童会の子どもたちが中心となって東西の校門前で「あ

いさつ運動」をしています。自ら進んで気持ちのいい挨拶を全校の子どもたちにし

てくれています。そのため、子どもたちが大きな声で挨拶を返すようになりました。 

 先月の児童朝会では、元気な挨拶をしてくれる子を児童会が表彰しました。する

と次の日から、さらに元気な挨拶を返してくれる子が増えました。中には、「いつも

挨拶をしてくれて、ありがとうございます。」と児童会の子どもたちに感謝の気持ちを返す子も出てきま

した。素晴らしいことです。 

その姿を見てふと、この詩を思い出しました。 

2011 年の 3 月 11 日の東日本大震災が起こった時、テレビでは

被害を受けた人々のことを考えて、中止されたコマーシャルも

ありました。その代わりに、住みよい社会づくりを進めるために

つくられたＡＣジャパンという団体が作った映像が繰り返し流

されました。お互いにあいさつを大切にしようと呼びかける

というアニメーション映像や、相手を傷つける言

葉を慎み、やさしい会話が広がることを呼びかける、 の の詩と映像も

流されました。 

 この詩と合わせて流された映像では、電車の中で座席に座っていた男子学生が、電車に乗ってきたお

なかの大きな女性に席を譲ろうかどうか迷う場面があり、結局、違う席に座っていた若い女性が席を譲

りました。そして、次の場面では、長い石の階段をたいへんそうにあがっていくおばあさんを見たその

男子学生が、一度通り過ぎた後に戻ってきて、そのおばあさんに手を貸す姿がありました。 

 実はこの詩は、 という作詞家の方がつくった詩 をもとにつくられたものだ

そうです。この詩の中で宮澤さんは、こころづかいや思いやりが見える理由を

と言っています。 

たとえ思いやりの心や気持ちを持っていたとしても、それを

反対に、やさしく温かな思いやりのある行動や心づかいはだれにでもすぐに伝わります。

人を思いやるやさしい心や気持ちを、勇気をもって積極的に行動として表すことが大切であるというメ

ッセージです。 

本校の子どもたちにも心で思うだけではなく、もう一歩進んで、勇気をもって積極的な行動として表

せる子になってほしいと願っています。 
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１１月＜すみれっ子広場＞２日（水）・１７日（木）  ＜寺子屋すみれ＞１０日（木）  ＜英語クラブすみれ＞１６日（水）

一家庭２名様まで


